
〈
特
集
「
束
と
西
―
比
較
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
―
3
〉

安
　
楽
　
死
―
―
東
　
と
　
西

―
―
文
化
比
較
の
問
題
と
し
て
―
―

人
間
に
は
必
ず
死

が
訪

れ
る
。。
な
に
び
と
も
死

の
運
命

か
ら
逃

れ
る
こ

と

は
で
き

な
い
。
人
間
に
も
し
死

が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
宗

教
は
存

在
し
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
し

、
ま
た
死

の
存
在

の
意
味
が
問

わ
れ
て
き

た
の
だ
と
も
い

え

る
で
あ

ろ
う
。
い

い
か
え

る
た
ら
ば
、
死

を
み
つ
め
、
死

を
超
え
た
永
遠

の
生
命
へ
の
希

求
が
宗
教

の
根

本
命
題
で
あ

っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
で
、
と
く
に
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
の
石
棺
墓
石
や
教

会

で
髑
髏

の
レ
リ

ー
フ
や

像
を
よ
く
み
か
け
る
。
墓
石
ひ
と
つ
と
ら
又
て
み

て
も
、
古
典
期
の
ア

テ
ネ
の
墓
石

に
は
夫
婦
、
親
子
、
兄
弟
姉
妹
、
侍
女

の

レ
リ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
。
沢
柳
大
五
郎
が
「
古
典
期
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
墓

碑

に
つ
い
て
」
（
『
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
』
一
九
七
八
年
八
月
号
）
で

の
べ
て
い

る

よ

う
に
、
先
立
た
れ
た
家
族
の
一
員
の
墓
石
に
家
族
全
員

が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
幽
明
境

を
異
に
し
て
も
死
者
と
生
者
の
共
存

の
小

宇
宙
的
世

界
観
を
表
出

し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
わ

が
国
で
先
立

藤
　
井
　
正
　
雄

た
れ
た
夫
や
妻

が
墓
地

を
建
て

る
と
き
夫
婦

の
戒
名
を
刻
み

、
生
者

の
み
戒

名
の
字
を
朱
で
埋
め
る
逆
修
の
習
俗
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ

ア
・

ル
ネ
サ

ン
ス
期

の
墓
石

に
お
い
て

は
、
死
は
永
遠
の
眠
り

に
つ
く

と
い

う
考
え
が
基
底

に
あ

っ
て
、
レ
リ
ー
フ

も
死
者

の
安
ら
ぎ
の
画

像
が
優
雅
な

ア

ラ
ベ
ス
ク
模
様
や
オ
リ
ー
ブ
の
葉

模
様

に
か
こ
ま
れ
て
い
る
。

死

の
象
徴
で

あ
る
髑

髏
や
レ
リ
ー
フ

が
石

棺

の
上
に
、
ま
た
墓
石

に
登
場

す
る
の
は

エ
ミ
ー
ル
・
マ
ー
ル

「

Λ
死
Ｖ

の
図
像
」（
大
久
保
康
明
訳
）
に
よ

る
と
、
例
外

的
に
は
十
五
世

紀
に
み

ら
れ
る
が
、
一
般
化
し
て

通
例
と
な
る

の
は
十
六
世

紀
か
ら
十
七
世

紀
に
な
っ
て

か
ら

の
こ
と
で
あ

る
。
一
五
四
五

年
か
ら
一
五

六
三

年
の
間
に
数
回
開

か
れ
た
ト
リ
エ
ン
ト
公

会
議
は
、
宗
教

改
革
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
基
盤
回
復

の
た
め
の
「
反
宗
教
改
革
」

の
一
貫

と

し
て
の
カ
ト
リ

。
ク
神
学
の
明

確
化

が
計
ら
れ
た
。
反

対
改
革

の
い
ま
一
つ

の
中
心
は
、
教
皇
を
首
長
と
し
、
イ

グ
ナ
テ

ィ
ウ
ス
・
デ
・

ロ
ヨ
ラ

を
中
心



と
す

る
「
イ

エ
ズ
ス
会
」
の
宣
教
組
織
で
あ
る
。

ロ
ヨ
ラ
は
、
日
常
生
活

か

ら
離
脱
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
自
己

を
浄
め
、
啓
発

さ
れ
た
自
己
の
魂

が
神
と

融
合
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
心
霊
修
行

を
唱
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ラ
テ

ン

語
版
『
心
霊
修
行
』
の
な
か
で
修
行

の
最

初
の
黙
想
に
死
の
黙
想
を
加
え

る

こ

と
を
勧
め
て
い
る
。
死

の
黙
想

は
日
常
生
活
か
ら
の
離
脱
の
方
法
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
『
心
霊
修
行
』

は
一
五
四
八

年
に
教
皇
パ
ウ
ル
ス
三
世

の
聖
別

認
可

と
な
り

、
修
道
士

は
髑
髏

を
眺

め
、
触
れ
て

死
の
恐
怖
を
刻
み

つ
け

る

「
死

の
黙

想
」

の
修
行

に
っ

と
め
た

の
で
あ

る
。

カ
プ
チ

ー
ン
派

の
人

び
と
が
、死

ん
だ
同
信
者

の
髑
髏

を
、
一
六
二
四
年
に

建
立

さ
れ

、
通
称
骸
骨
寺
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
サ

ン
タ

ー
マ
リ
ア
・
デ
ラ
・

コ
ン
チ
ツ

ォ
ー
ネ
教
会
の
地
下

礼
拝
堂
に
積
み
重

ね
、
身
体

の
骨
で
も
っ
て

ロ

ザ
ｎ
ｙ
オ
や
植
物
模
様
で
装
飾
し
、
経
帷
子

を
着
せ
た
骸
骨

の
全
身
像
を
展

観
し
た
の
は
信
仰
の
な
せ
る
業
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
十
六
世
紀
末
に
は
髑

髏
を
手

忙
黙
想
す
る
聖
人
像

を
描
く

よ
う
に
な
り
、
墳
墓
に
お
い
て
髑
髏
が

出
現

す
る
の
も
当
然
の
推
移
で

、
十

六
世

紀
後
半
に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
、
十

七
世

紀
に
通
例
化
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
髑
髏

は
、
そ
れ
を
み
つ
め
る
人
に
死

の
恐

怖
を
告
げ
、
信
仰
へ
の
帰
入

を
訴
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
的
基
盤
の
上
で
は
、
ラ
テ
ン
語
の
メ

メ
ン
ト
・
モ
リ
（
死

を
忘
れ

る
な
）

の
句
が
示

す
よ
う
に
、
と
も
す

れ
ば
人

間
の
本
性

か
ら
く
る
知
恵
と
も
い
う

べ
き
死

の
忘
却

に
絶
え

ず
覚
醒

を
促
し

て
き
た
の
が
形
而
上
学
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
十

九
世

紀
の
半

ば
頃
ま
で
、
御

者
の
抗
争

が
表
裏
一
体

を
な
し
て
き
た

の
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
状
況
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

一

方

、

ア

メ

リ

カ

文

化

は

、

死

と

の

直

面

を

回

避

し

生

を

謳

歌

す

る

文

化

で

も

あ

る

。

人

口

移

動

の

激

し

さ

に

伴

な

い

屍

体

を

移

動

さ

せ

る

の

で

埋

葬

ま

で

長

期

間

保

存

さ

せ

る

必

要

か

ら

、

防

腐

剤

を

注

入

し

て

半

永

久

的

な

―
―
防
腐
剤
の
効
能
か
ら
み
て
現
実
に
は
数
週
間

－
屍
体
処
理
術
（
e
m
-

b
a
ｌ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
）
　
を
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
発
達
さ
せ
、
南
北
戦
争
に
は
エ
ン
パ
ー

マ
ー
が
従
軍
し
た
ほ
ど
で
、
今
日
で
は
エ
ン
バ
ー
ミ
ン
グ
は
社
会
通
念
と
も

な

っ

て

い

る

。

火

葬

率

は

日

本

が

九

〇

％

に

も

及

ん

で

い

る

の

と

は

事

情

を

異
に
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
様
低
く
、
年
四
％
弱
で
あ
る
。

死

は

い

ま

や

回

復

し

う

る

と

い

う

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

が

臨

終

ま

で

持

続

さ

れ

、

死

者

は

病

院

死

を

遂

げ

る

と

遺

族

の

助

け

を

借

り

る

こ

と

な

く

、

速

や

か

に

移

さ

れ

、

遺

族

と

の

対

面

は

、

眠

る

が

ご

と

き

穏

や

か

な

姿

と

化

し

、

安

ら

か

な

永

眠

の

場

所

・ に

ふ

さ

わ

し

い

高

価

な

棺

に

納

め

ら

れ

る

。

死

者

は

往

生

人

（

ｐ

ａ

ｓ
ｓ
ｅ

ｄ

　
ｏ

ｎ

）

と

よ

ば

れ

、

葬

場

は

談

話

室
"

ｆ
ｕ

ｎ

ｅ

ｒ
ａ

ｌ
　

ｐ

ａ

ｒ

ｌ
ｏ

ｒ
"

ｆ
ｕ

ｎ

ｅ

ｒ

ａ

ｌ
　
ｈ

ｏ

ｕ

ｓ
ｅ
"

あ

る

い

は

安

眠

室

ｓ
ｌ
ｕ

ｍ

ｂ

ｅ

ｒ

　
ｒ

ｏ

ｏ

ｍ
"

と

心

地

よ

い

響
き
の
言
葉
に
か
わ
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
ド
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
葬
場
"
ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
-

ｉ
ｎ

　
ｆ
ｕ

ｎ

ｅ

ｒ

ａ

ｌ
　
ｐ

ａ

ｒ

ｌｏ

ｒ

ｓ
"

も

出

現

し

て

い

る

（

ｃ

ｆ

．
　

Ｒ

ｉ
ｃ

ｈ

ａ
ｒ

ｄ

　
Ｈ

ａ

ｎ

ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

ｔ
ｏ
ｎ

　
＆

ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
　
M
ｅ
ｔ
ｃ
ａ
ｉ
f
，
　
C
ｅ
l
e
ｂ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ

，
　
Ｃ

ａ
ｍ

ｂ

ｒ

ｉ
ｄ
ｇ

ｅ

　
Ｕ

ｎ

ｉ
ｖ

ｅ

ｒ
ｓ

ｉ
ｔ
ｙ

　Ｐ

ｒ
ｅ

ｓ
ｓ
「

１
９
７
９

，
ｐ
　
ｐ
．
　
１
８
６
f
f
)
。
死
か
ら
目
を
そ
ら
す
文
化
は
、
永
生
へ
の
願
望
と
な
っ

て

あ

ら

わ

れ

た

。

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

・

ク

ラ

イ

オ

ニ

ッ

ク

（

冷

凍

保

存

）

協

会

は

、

不

治

の

病

で

死

亡

し

た

患

者

を

液

体

窒

素

の

金

属

カ

プ

セ

ル

に

収

納

し

て

保

存

し

、

将

来

医

療

技

術

の

進

歩

で

治

療

法

が

開

発

さ

れ

た

と

き

に

解



凍

し

て

蘇

生

さ

せ

る

試

み

の

も

と

に

発

足

し

た

。

一

九

六

七

年

以

降

、

数

十

体

が

金

属

カ

プ

セ

ル

の

な

か

で

眠

っ

て

い

る

。

最

近

に

お

け

る

人

工

心

臓

の

開

発

の

試

み

、

臓

器

移

植

に

よ

る

人

間

部

品

視

の

動

向

も

永

生

へ

の

願

望

の

延

長

線

上

に

あ

る

と

い

っ

て

も

よ

い

で

あ

ろ

う

。

こ

の

よ

う

な

永

生

へ

の

希

求

は

医

学

の

長

足

の

進

歩

に

裏

付

け

ら

れ

て

い

る
が
、
医
学
の
進
歩
は
同
時
に
ま
た
＜
死
を
忘
却
し
た
＞
ア
メ
リ
カ
文
化
を

Λ
死
の
意
味
を
考
え
る
＞
文
化
へ
と
変
換
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
医
学
が

目

指

し

て

き

た

生

命

の

尊

重

と

延

命

の

措

置

は

、

臓

器

移

植

と

い

う

人

類

に

と
っ
て
全
く
新
し
い
問
題
の
派
生
と
と
も
に
、
臓
器
の
受
け
手
の
＜
生
＞
は

そ
の
対
極
と
し
て
臓
器
の
与
え
手
の
＞
死
＜
と
な
る
と
い
う
、
ア
ン
ビ
バ
レ

ン

ス

を

生

み

だ

す

結

果

と

な

っ

た

か

ら

に

他

な

ら

な

い

。

死

亡

率

の

第

一

位

を

占

め

て

い

た

の

は

、

た

と

え

ば

一

九

〇

〇

年

の

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

に

お

い

て

は

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

・

肺

炎

一

丁

八

％

で

、

以

下

②
結
核
一
一
・
三
％
、
③
胃
炎
・
十
二
指
腸
・
小
腸
炎
八
・
三
％
、
④
心
臓

病

八

・

〇

％

、

⑤

脳

溢

血

な

ど

の

血

管

障

害

六

・

二

％

の

順

で

あ

っ

た

。

と

こ

ろ

が

、

一

九

六

六

年

に

は

①

心

臓

病

三

九

・

三

％

、

②

悪

性

腫

瘍

（

癌

）

一

六
・
二
％
、
③
脳
溢
血
な
ど
の
血
管
障
害
一
一
○
％
、
④
事
故
六
・
〇
％
、

⑤

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

・

肺

炎

三

・

四

％

に

変

っ

て

い

る

（

Ｍ

ｏ

ｎ

ｒ
ｏ

ｅ

　
Ｌ

ｅ

ｒ
ｎ

ｅ

ｒ

，

”
w

ｈ
ｅ

ｎ

，
　
w

ｈ
ｙ

，
　

ａ

ｎ

ｄ

　
w

ｈ

ｅ
ｒ
ｅ

　
ｐ

ｅ

ｏ
ｐ

ｌｅ

　
ｄ

ｉ
ｅ

．
”

　

ｉ
ｎ

　
Ｏ

ｒ
ｖ

ｉ
ｌ
ｌ
ｅ

　

Ｂ

ｒ
i
m

，
　

Ｊ
ｒ

．
　
ｅ

ｔ

　
ａ

ｌ
.

（

ｅ

ｄ
ｓ
.

）

　
Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ｄ

ｙ

ｉｎ

ｇ

　
Ｐ

ａ

ｔ
ｉｅ

ｎ

ｔ
，
　
Ｒ

ｕ

ｓ
ｓ
ｅ

ｌ
ｌ
　
Ｓ

ａ
ｇ

ｅ

　
Ｆ

ｏ

ｕ
ｎ

ｄ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ

ｎ

，
　
ｐ

．
　
３
０

）

°

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

・

肺

炎

に

よ

る

死

亡

は

病

状

が

急

変

し

、

死

の

予

知

は

不

可

能

で

あ

っ

た

。

と

こ

ろ

が

心

臓

病

や

癌

の

ば

あ

い

に

は

、

死

に

至

る

病

状

の
告

知

が
可

能

で

あ

る

と

と

も
に

、
ｓ
ｌｏ
w
　
ｋ
ｉｌ
ｌｅ
ｒ
ｓ

と

俗

称

さ

れ

る

よ
う

に

、

臨
死

状

態

（
ｄ
ｙ
ｉｎ
ｇ
）

と

死

亡

（
ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
）

の
期

間

が
延

長

さ

れ

た

。

癌

の

ば

あ

い

に

は

そ

の

期

間

が
数

年

に

も

及

び

、
末

期

臨

死

患

者

の

ｄ
ｙ
ｉｎ
ｇ

の

期
間

の

医

学

的

処

理

が
安

楽

死

の
問

題

を

、

ま

た

、

治

療

（
ａ

ｇ

）

よ
り

看

護

（
ｇ

ｇ

）

へ

と
移

行

す

る

ホ
ス

ピ

ス

を

誕

生

さ

せ

る
こ

と
に

な

っ
て

い

っ
た

の

で

あ

る

。

死

亡

率

の

種

別

変

化

と
呼

応

す

る

か

の

よ

う

に

、
ア

メ

リ

カ

は

ヴ

ェ
ト

ナ

ム
戦

争

後

、

一

九
七

〇

年

の
は

じ

め

か

ら

大

き

く

変
化

す

る

。

一

つ
に

は

ヴ

ェ
ト

ナ

ム
で

流

さ

れ

た
血

の
意

味

が

問

わ

れ

た

の

で

あ

っ
た

。

ま

た
、

シ
カ

ゴ
大

学

病

院

で

の
臨

死

患
者

と

の
対

話

か

ら

、
死

に
直

面

し

た
人

び
と

の

心

理

状

態

―

拒

絶
↓

怒
り
↓

妥

協
↓

失

意
↓

受

容

―

を

描

い

た

、

キ

ュ

ー

プ
ラ
=
ロ
ス
『
死
ぬ
瞬
間
』
（
邦
訳
、
昭
和
四
十
六
年
、
読
売
新
聞
社
）
の
出
版
は

一

九

六

九

年

で

、

死

の

意

味

へ

の
関

心

を
高

め

た
の

で

あ

っ
た

。

こ

の

よ

う

な

状

況
下

で

の

劇

的

な

事

件

は

、

カ

レ

ン
事

件

で

あ

っ

た
。

一

九

七

五

年

四

月

十

五

日

、

ニ
ュ

ー

ジ

ャ

ー

ジ

ー
居

住

の

カ

レ

ン
・
ア

ソ
・

ク

イ

ン
ラ

ン
（
当

時
二
十
一
歳
）
は

。

友

人

と

の

パ

ー

テ

ィ

ー
で

カ

ク
テ

ル
を

飲

ん
だ

あ

と
昏

睡

状

態

に

陥
り

、
入

院

し

た

が
植

物

人

間
化

し

た

。
回

復

の

望

み

が

な
く

、
人

工

的

に

無

理

に
生

か

さ
れ

て

い

る
よ

り

も

安

ら

か

に
死

な

せ

た

い

と
願

っ

た

両

親

は
人

工
呼

吸

装

置

の

取

り

外

し

を
病

院

側

に
要

求
し

た

が

、

受

け

容

れ

ら

れ

ず

問

題

は
法

廷

に
も

ち

こ

ま
れ

た
。

ニ

ュ
ー

ジ

ャ

ー

ジ

ー

州

高

等

裁

判

所

は

（
一
九
七
五
年
十
一
月
十
日
）
「

医

学

的

に

生

命

は

維
持

さ

れ

る

べ
き

で

、

治

療

中

断

を

命

ず

る

こ

と

は
で

き

な

い
」

と

棄

却

し

た

。



両
親
は
こ
れ
を
不

服
と
し
て

上
告
し
、
一
九
七
六
年
三
月
三
十
一
日

の
同
州

最
高
裁
判
決
は
、
原
審
の
判

決
を
く
つ
が
え
し
て

、
呼
吸
器

の
取
り
外
し

の

権
利
を
能
力
の
な
い
彼
女

に
代

っ
て
後
見
人

・
家
族

の
判
断
に
よ
っ
て
認

め

た
の
で
あ
っ
た
。
ク
イ
ン
ラ
ン
一
家
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
っ
た
た
め
、

司
教
も
介
入

し
て

い
た
。
現
代

の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会

の
公
式

の
見
解
は
、
①

無
意
味
、
過
剰
と
い
え

る
医

療
措
置

は
必
要

な
い

、
②
末
期
患
者
の
苦
痛

を

軽

減
す
る
た
め
に
、
必
要

な
鎮
痛
作
用
は
執

っ
て
よ
い
。
生
命
短
縮
な
ど
の

好

ま
し
く

な
い
副
作
用
も
場
合
に
よ

っ
て
は
止
む

を
得
な
い
、
③
耐
え
難
い

痛
み

か
ら
早
く
楽
に
し
て
や
る
た
め
、
生
命

を
故
意
に
短
縮
す
る
よ
う
な
行

為
す

な
わ
ち
安
楽
死

は
不
可

、
と
す

る
も

の
で
あ
っ
た
（
宮
川
俊
行
『
安
楽
死

と
宗
教
』
春
秋
社
、
昭
和
五
八
年
、
三
六
頁
）。

カ
ト
リ
ッ
ク
の
見
解
は
、
安
楽
死

（
尊
厳
死
）

の
概
念
規
定
に
も

よ
る
が
、

第
二

項
に
謳
わ
れ
て

い
る
よ

う
に
結

果
的

に
は
死

期
を
早

め
る
こ
と

が
予
見

さ
れ
て
も
鎮
痛
の
た
め
の
必
要

な
措
置

、
す

な
わ
ち
消
極
的

な
安
楽
死
は
肯

定

さ
れ
て

い
る
と
見

る
こ
と

が
で
き

る
。

こ

の
カ
レ
ン
・
ア

ン
事
件

は
何

を
も
っ
て
死

を
判
定
す
る

か
の
基
準
に
対

す

る
問

題
提
起
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で

の
①
心
拍

停
止

、
②
呼
吸
停
止
、

③
瞳
孔
散
大

と
い
う
判
定
基
準
に
対
し
て

、
脳
死

を
も
っ
て
基
準
と
す
る
見

解

が
ハ
ー
バ
ー
ト
大
学
の
委
員
会
に
よ

っ
て
一
九
六
八
年
に
提
起
さ
れ
た
。

そ
れ
は
①
感
覚
の
喪
失
・
刺
激
に
対
す
る
反
応
の
欠
如
、
②
運
動
お
よ
び
呼

吸
の
停
止
、
③
反
射
運
動
の
欠
如
・
瞳
孔
散
大
、
④
脳
波
の
平

坦
化

の
四

点

で
あ
る
。
一
九
七
六
年
十
月

カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア

州
で
は
「
自
然
死
法
」

が
成

立

し

、

米

国

十

二

州

で

尊

厳

死

を

法

制

化

し

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

動

向

を

受

け

て

、

英

・

米

・

日

本

・

カ

ナ

ダ

・

オ

ー

ス

ト

リ

ア

・

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

・

オ

ラ

ン

ダ

・

ノ

ル

ウ

ェ

ー

・

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

ー

デ

ン

マ

ー

ク

・

西

独

・

イ

タ

リ

ア

・

フ

ラ

ン

ス

・

ベ

ル

ギ

ー

・

ス

イ

ス

・

イ

ス

ラ

エ

ル

・

南

ア

フ

リ

カ

・

ジ

ン

バ

ブ

エ

・

コ

ロ

ン

ピ

ア

・

イ

ン

ド

で

安

楽

死

協

会

が

設

立

さ

れ

る

に

至

っ

た

。

日

本

に

お

い

て

は

、

昭

和

五

十

一

年

、

太

田

典

礼

を

理

事

長

と

す

る

「

日

本

安

楽

死

協

会

」

が

設

立

さ

れ

、

安

楽

死

法

制

化

の

基

に

な

る

法

律

草

案

と

し

て

「

末

期

医

療

の

特

別

措

置

法

」

の

制

定

に

向

け

て

請

願

運

動

を

展

開

し

て

い

る

。

会

員

は

四

、

八

〇

〇

人

を

数

え

、

昭

和

五

十

八

年

十

月

日

本

尊

厳

死

協

会

と

改

名

し

た

。

一

方

、

法

制

化

は

医

療

従

事

者

の

意

欲

を

阻

害

し

、

患

者

の

闘

病

気

力

を

奪

う

も

の

で

あ

る

と

し

て

、

「

安

楽

死

法

制

化

を

阻

止

す

る

会

」

が

昭

和

五

十

三

年

四

月

に

武

谷

三

男

他

が

発

起

人

と

な

っ

て

設

立

さ

れ

た

。

政

府

レ

ベ

ル

で

は

、

厚

生

省

が

音

頭

を

と

り

、

昭

和

五

十

八

年

四

月

各

分

野

か

ら

の

有

識

者

を

集

め

て

「

生

命

と

倫

理

に

関

す

る

懇

談

」

を

行

い

、

臓

器

移

植

と

脳

死

、

体

外

受

精

、

タ

ー

ミ

ナ

ル

・

ケ

ア

な

ど

生

命

科

学

全

体

の

論

議

を

展

開

し

て

い

る

。

安

楽

死

に

対

す

る

宗

教

社

会

学

的

ア

プ

ロ

ー

チ

の

例

と

し

て

一

九

八

二

年

メ

キ

シ

コ

で

開

催

さ

れ

た

第

十

回

世

界

社

会

学

会

議

で

発

表

し

た

ヒ

ル

ホ

ー

ス
ト
の
所
論
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
（
Ｈ
ｅ
ｎ
ｒ
ｉ
　
W

．
Ａ
・
　
Ｈ
ｉ
ｒ
ｈ
ｏ
ｒ
ｓ
ｔ

，

"
Ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ

ａ
ｎ
ａ
　
E
ｕ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｉ
ａ
　
ｉ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
　
：
　
Ｏ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｃ
ｌ
ａ
ｒ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
Ｔ
w
ｏ

Ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
　
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
０
r
s
）
。
彼
は
安
楽
死
を
「
人
生
の
終
局
に
お
い
て
生
命
を



短

縮
な
い
し
終
結
さ
せ
る
た
め
に
人
間

的
（
医

学
的
）

に
介
入

す
る
こ

と
」

包
定
義
し
、
安
楽
死
に
対
す
る
制
度
的
お
よ
び
個
人
的
態
度
の
レ

ベ
ル
と
医

学

的
実
施
の
レ

ベ
ル
と
に
分
け
て
考
察
を
試
み
て
い

る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
、

制
度
的
態
度
の
レ

ベ
ル
で
は
、

宗

教

的

組

織

体

す

な

わ

ち

教

団

は

生

命

を

神

か

ら

の

賜

物

と

す

る

被

造

物

の

意

識

か

ら

、

苦

悩

は

人

生

を

浄

化

し

、

神

の

道

へ

の

一

層

深

い

洞

察

を

与

え

る

も

の

と

み

る

こ

と

か

ら

、

直

接

介

入

と

い

う

積

極

的

安

楽

死

に

は

明

確

な

反

対

の

態

度

を

と

る

。
し

か

し

、
プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

よ

り

も

カ

ト

リ

ッ

ク

の
方

が

許

容

的

で

あ

る

。

世

俗

の

組

織

体

で

は

死

に

対

す

る

自

己

決

定

（
ｓ
ｅ
ｌｆ
-

ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ

ｉｎ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

）

を

重

視

す

る

こ

と

か

ら

安

楽

死

を

肯

定

す

る

傾

向

が

強

ま

っ

て

い

る

。個

人

的

態

度

の

レ

ベ

ル

で

は

、
上
記

の
表
で

は
明
示

さ
れ
て
い
な
い

が
、
数
値
の
上
で

は
オ
ラ
ン
ダ
の

大
多
数
五
六
％
は
臨
死
患
者

の
生
命
の
短
縮
に
介
入
す

る
こ
と
に
反
対
し
て

い

な
い
、
と
い
う
結
果

が
で
て
い
る
。
ち
な
み
に
他
の
国

の
統
計
で
は
イ
ギ

リ

ス

六
二
％
（
一
九
七
八
年
）
、

ア
メ
リ
カ
五
四
％

（
一
九
七
六
年
）
、
西

独
五

三
％
（
一
九
七
四
年
）
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
上
記
の
表
で
は
合

算
す

る
と
僅
か
二
三
％

が
明
確
に
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い

。
そ
の
内
訳

は
、
ニ
ポ
ー
・
リ

ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
調
査
年
次
別
推
移
を
み

て
み

る
と
、
四
八
％
（
一
九
七
二
年
）↓

四
三
％
（
一
九
七
六
年
）↓

二
三
％
（
一

九
七
九
年
）
と
減
少
し
て

き
て
い

る
と
い
う
の
が

実
情
で
あ

る
。

宗
教
Ｉ

非

宗
教

の
軸

で
は
非
宗
教

の
方

が
安
楽
死
に
肯
定
的
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ

る
。
教
派

的
に
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
よ
り
も
カ
ト
ジ

。
ク
の
方

が
許
容
的
で

あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
な
か
で
も
オ

ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
カ
ル
ヴ
ィ
ン
派
の
方
が
安
楽
死
に
対
し
て
強
硬
的
反
対
の
態
度
が
み
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
階
層
的
に
は
教
育
程
度

の
低
い
者

・
高
齢
者

層

よ

り

も

中
・
高
の
教
育

レ
ベ
ル
の
者

・
三

五
歳
以
下

の
若

年
層
の
方

が
安
楽
死

に
極

め
て
寛
容
的
態
度

を
と
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。（
以
上
、
表
を
参
照
）

一
方

、
安
楽
死
問
題
に
直
接
か
か
わ
る
医

療
機
関
に
お
け

る
安
楽
死
の
実

施

レ
ベ
ル
で
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
生
命
に
絶
対

的
価
値

を
お
く
キ
リ
ス
ト

教
倫
理

は
、
医
学

・
看
護

の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
い
い
か

え

る
と
医

学
倫
理

の
根
底

に
は
キ
リ
ス
ト
教
倫
理

が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
た

と
え
臨
死

的
な
病

で
あ

ろ
う
と
、
生
命
の
維
持
・
延
命
に
務

め
る
こ
と
に
な

る
。
こ

の
点
で
、
宗
教

の
影
響
力

が
後
退
し
私
的
領
域
に
追

い
や
る
世
俗
化



の
進
行

が
安
楽
死

の
執
行

に
影

響
を
与

え
る
こ

と
は
な
い
。
い
い
か
え

る
と

宗
教
の
影
響
力

の
後

退
は
安

楽
死

の
実
施
の
増
大

に
は
繋
っ
て

い
な
い
。
深

刻
な
Ａ
非
人
間
的
▽
苦

痛
を
回

避
す
る

句
は
医

療
の
常
道
で
あ

る
の
で

、
安

楽
死

の
実
施

が
Ａ
最
善

の
人
間

的
・
医

療
的
解
決
Ｖ
で
あ

る
と
み

な
さ
れ
る

状
況
に
つ
い
て
は
Λ
宗
教
的
フ
ァ
ク
タ
ー
V
は
働
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
み
て
く

る
と
、
安
楽
死

の
問

題
は
、
医
学

の
進
歩

に
よ
っ

て
宗
教

の
世
俗
化
と
は
無
関
係

に
先
進

諸
国

に
見
舞

っ
た
現
象
で
あ

る
と
結

論

づ
け

る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う

。
す

な
わ
ち
、
避
妊
・

堕
胎
・
体
外
授

精
と
い
っ
た
、
人
間
の
誕
生
に
関
す
る
生
命
操
作

が
是
認
さ
れ
て
い
る
今
日

、

そ
の
対
極
に
あ
る
死

の
自
己
決
定

が
是
認
さ
れ

な
い
論
理
は
な
い
と
す
る
正

当
性

が
問
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
い
う
な
ら
ば
、
安

楽
死

の
問
題
は
、
文

化
の
問
題
で

あ
り

、
東
西

の
比

較
は
仏
教
、
キ
リ

ス
ト
教

が
ど
う
今
後

か
か

わ
っ
て

い
く

か
の
文
化

的
あ
ら

わ
れ
の
比
較

と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ

う
。

日
本
に
お
い
て
は
、
歴

史
的

に
は
『

往
生
要

集
』
に
記
述

の
み
ら

れ
る
よ

う
に
、
「
二
十
五
三
昧
講
式
」
は
、
臨
死
の
病
人
を
無
常
院
に
移
し
て
臨
終

を
み
と
る
点
で
ホ
ス
ピ
ス
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
や
が
て
教
化

の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
形
骸
化
し
て
い
く
推
移
を
辿
っ

て
い
る
。
か
つ
て
は
誕
生
・
死

は
家
族

の
生
活
す

る
住
居
で
営

ま
れ

た
が
、

今
日
で
は
病
院

が
こ
れ
に
と
っ
て
代

わ
り
つ
つ
あ
る
。
神
秘
的

な
生
の
誕
生

、

厳
粛

な
死
の
瞬
間
を
み
と
る
機
会

が
、
し
だ
い
に
失
わ
れ
て
い
く
す
う
勢
に

あ
る
。
か
て
て
加
え
て
、
僧
侶

が
臨
終
に
立
会
う
臨
終
行
儀
の
伝
統

が
す
た

れ
て
い
る
現
状

に
お
い
て

、
病
院
布
教
の
伝
統
を
今
日
に
ま
で
伝
え
て
い
る

キ
リ
ス
ト
教
諸
国

と
の
文
化
的
表

わ
れ
の
比
較
は
い
ま
始

ま
っ
た

ば
か
り
で

あ
る
。
死

に
臨

ん
で
安
楽

に
、

か
つ
Λ
し
も
Ｖ

の
世
話
に

な
ら

な
い
よ
う
に

と
希
う
ポ
ッ
ク
リ
信
仰
―
―
東
北
地
方
に
お
け
る
コ
ロ
リ
観
音
・
コ
ロ
リ
薬

師
信
仰
―
―
を
今
日
に
ま
で
伝
え
て
き
た
民
衆
の
希
い
を
ど
の
よ
う
に
現
代

的
状
況

と
結

び
つ
け
て
い
く
の

か
興
味
深

い
問
題
で
あ
る
。

（
ふ
じ
い
・
ま
さ
お
、
宗
教
学
、
大
正
大
学
教
授
）


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6

